
(57)【要約】

【課題】製造が簡略化されて使い勝手も良好で衛生的な

洋式便器を提供する。

【解決手段】便器本体１の開口上縁部分をその上面２ａ

が曲面状に隆起して巾広となった便座部２として一体に

形成し、この便座部２と共に同便器本体１の開口部１ａ

を覆う開閉自在な便蓋３を備えてなる。この場合、便器

本体１と便座部２とを合成樹脂にて一体に形成しており

、また、便器本体１の開口上縁部分の内周面１ｂに便座

部２を突出させて形成し、便蓋３の外周縁に垂設される

周壁片部３ａの内周に同便器本体１の開口上縁部分の外

周面１ｃに密接する弾性パッキン４を設けてもいる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 便 器 本 体 の 開 口 上 縁 部 分 を そ の 上 面 が 曲 面 状 に 隆 起 し て 巾 広 と な っ た 便 座 部 と し て 一 体
に 形 成 し 、 こ の 便 座 部 と 共 に 同 便 器 本 体 の 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 便 蓋 を 備 え て な る 洋 式
便 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 便 器 本 体 と 便 座 部 と を 合 成 樹 脂 に て 一 体 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 洋
式 便 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 便 器 本 体 の 開 口 上 縁 部 分 の 内 周 面 に 便 座 部 を 突 出 さ せ て 形 成 し 、 便 蓋 の 外 周 縁 に 垂 設 さ
れ る 周 壁 片 部 の 内 周 に 同 便 器 本 体 の 開 口 上 縁 部 分 の 外 周 面 に 密 接 す る 弾 性 パ ッ キ ン を 設 け
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 洋 式 便 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 便 蓋 の 裏 面 に 便 器 本 体 の 開 口 部 に 密 接 嵌 合 さ れ る 凸 状 段 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 記 載 の 洋 式 便 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 発 明 は 、 便 座 及 び こ の 便 座 と 共 に 便 器 本 体 の 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 便 蓋 を 備 え て
な る 洋 式 便 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 便 座 及 び こ の 便 座 と 共 に 便 器 本 体 の 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 便 蓋 を 備 え て な
る 洋 式 便 器 は 一 般 に 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ６ ０ １ ５ ２ 号 公 報 参 照 ） 。
こ の よ う な 従 来 一 般 の 洋 式 便 器 に あ っ て は 、 便 座 が 便 器 本 体 と 別 体 に 形 成 さ れ て お り 、 便
蓋 と 同 様 に 便 器 本 体 に 対 し 回 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 男 性 が 小 便 を す る 際
に は 、 便 蓋 と 共 に 便 座 を 回 動 操 作 し て 起 立 さ せ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ６ ０ １ ５ ２ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 例 で あ る 一 般 の 洋 式 便 器 に お い て は 、 便 座 が 便 器 本 体 と は 別 体
に 形 成 さ れ て い て 、 そ の 成 形 や 組 立 が 複 雑 化 し て い る 。 ま た 、 男 性 が 小 便 を す る 際 に 、 便
蓋 と 共 に 便 座 を 回 動 操 作 し て 起 立 さ せ て お り 、 こ の 操 作 に 手 間 を 要 し て い る 。 更 に 、 便 器
本 体 の 開 口 上 縁 部 と 便 座 と の 隙 間 に ゴ ミ や 汚 れ が 溜 ま っ て 付 着 し 易 く 、 そ の 清 掃 に も 難 を
感 じ て 衛 生 的 に 保 持 し 難 い も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 願 発 明 は 、 上 記 背 景 技 術 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 課 題 は 、 製 造 が 簡 略 化 さ
れ て 使 い 勝 手 も 良 好 で 衛 生 的 な 洋 式 便 器 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 願 発 明 の 洋 式 便 器 は 、 便 器 本 体 の 開 口 上 縁 部 分 を そ の 上
面 が 曲 面 状 に 隆 起 し て 巾 広 と な っ た 便 座 部 と し て 一 体 に 形 成 し 、 こ の 便 座 部 と 共 に 同 便 器
本 体 の 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 便 蓋 を 備 え て な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 願 発 明 の 洋 式 便 器 に お い て は 、 便 器 本 体 の 開 口 上 縁 部 分 に 便 座 部 が 一 体 に 形 成 さ れ て
い る た め 、 部 材 削 減 さ れ て 成 形 や 組 立 は 簡 略 化 さ れ る 。 し か も 、 こ の 場 合 、 従 来 の よ う に
便 器 本 体 の 開 口 上 縁 部 と 便 座 と の 隙 間 に ゴ ミ や 汚 れ が 溜 ま っ て 付 着 す る こ と は な く 、 清 掃
も 簡 単 に 行 え る よ う に な る 。 更 に は 、 便 座 部 と 共 に 便 器 本 体 の 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 便
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蓋 を 備 え て い る た め 、 こ の 便 蓋 で 同 便 座 部 は 覆 わ れ て 汚 れ 難 く 、 長 期 に わ た り 衛 生 的 に 保
持 す る こ と が 容 易 と な る 。 ま た 、 便 座 部 は そ の 上 面 が 曲 面 状 に 隆 起 し て 巾 広 と な っ て い る
た め 、 座 り 心 地 が 良 く て 着 座 状 態 は 安 定 し た も の と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ 、 ２ は 、 本 願 の 請 求 項 １ ～ ３ に 対 応 し た 第 一 の 実 施 形 態 で あ る 洋 式 便 器 を 示 し て い
る 。 こ の 実 施 形 態 の 洋 式 便 器 は 、 便 器 本 体 １ の 開 口 上 縁 部 分 を そ の 上 面 ２ ａ が 曲 面 状 に 隆
起 し て 巾 広 と な っ た 便 座 部 ２ と し て 一 体 に 形 成 し 、 こ の 便 座 部 ２ と 共 に 同 便 器 本 体 １ の 開
口 部 １ ａ を 覆 う 開 閉 自 在 な 便 蓋 ３ を 備 え て な る 。 こ の 場 合 、 便 器 本 体 １ と 便 座 部 ２ と を 合
成 樹 脂 に て 一 体 に 形 成 し て お り 、 ま た 、 便 器 本 体 １ の 開 口 上 縁 部 分 の 内 周 面 １ ｂ に 便 座 部
２ を 突 出 さ せ て 形 成 し 、 便 蓋 ３ の 外 周 縁 に 垂 設 さ れ る 周 壁 片 部 ３ ａ の 内 周 に 同 便 器 本 体 １
の 開 口 上 縁 部 分 の 外 周 面 １ ｃ に 密 接 す る 弾 性 パ ッ キ ン ４ を 設 け て も い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 こ の 実 施 形 態 の 洋 式 便 器 を よ り 具 体 的 詳 細 に 説 明 す る 。 こ の 実 施 形 態 の 洋 式 便 器
で は 、 便 器 本 体 １ が ア ク リ ル 、 Ｐ Ｃ 、 Ａ Ｂ Ｓ 、 Ｐ Ｖ Ｃ 、 Ｐ Ｐ 等 の 合 成 樹 脂 で 形 成 さ れ 、 そ
の 開 口 部 １ ａ は 平 面 視 略 楕 円 形 状 で あ り 、 こ の 開 口 部 １ ａ の 上 縁 部 分 の 内 周 面 １ ｂ に 便 座
部 ２ が 全 周 に わ た っ て 一 体 に 突 出 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 便 器 本 体 １ の 底 部 分 に は 排 出 口
５ が 開 口 形 成 さ れ て お り 、 排 便 使 用 後 に 洗 浄 水 で 洗 い 流 さ れ る 汚 物 は 同 排 出 口 ５ か ら 下 水
道 へ と 排 出 除 去 さ れ る 。 そ し て 、 便 器 本 体 １ の 後 端 部 上 に は 軸 部 ６ を 介 し て 便 蓋 ３ が 回 動
自 在 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の 便 蓋 ３ に よ っ て 便 座 部 ２ と 共 に 同 便 器 本 体 １ の 開 口 部 １
ａ は 開 閉 自 在 に カ バ ー さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 便 座 部 ２ は ５ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ の 巾 寸 法 を 有 す る よ う に 便 器 本 体 １ の 開 口 上 縁 部 分 か ら 内
側 に 突 設 さ れ て お り 、 そ の 上 面 ２ ａ の 略 中 央 部 位 が 両 側 縁 部 位 に 比 し て ５ ～ １ ０ ｍ ｍ 程 度
高 く な る よ う 曲 面 状 に 隆 起 し て い る 。 そ し て 、 便 座 部 ２ の 上 面 ２ ａ の 外 周 縁 部 分 に は 略 水
平 な 平 段 部 ２ ｂ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 平 段 部 ２ ｂ 上 に は 後 記 の よ う に 便 蓋 ３ が 着 脱 自 在
に 当 接 支 持 さ れ る 。 便 蓋 ３ は 合 成 樹 脂 に て 一 体 に 形 成 さ れ 、 便 器 本 体 １ の 便 座 部 ２ の 外 周
形 状 に 対 応 す る 大 き さ 形 状 の 板 状 体 で 、 そ の 外 周 縁 全 周 に 周 壁 片 部 ３ ａ が 一 体 に 垂 設 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 便 蓋 ３ に よ り 便 器 本 体 １ の 開 口 部 １ ａ が 閉 塞 さ れ た 状 態 で 、 同 便 蓋 ３ の 周 壁 片 部 ３ ａ は
便 座 部 ２ の 外 側 に 嵌 合 さ れ る 。 そ の 際 、 周 壁 片 部 ３ ａ の 内 周 に 突 設 さ れ た 凸 起 段 部 ３ ｂ が
前 記 便 座 部 ２ の 平 段 部 ２ ｂ 上 に 当 止 さ れ る こ と で 、 便 蓋 ３ は そ の 閉 塞 状 態 に あ っ て 便 器 本
体 １ 上 で 確 実 に 支 持 さ れ る 。 ま た 、 周 壁 片 部 ３ ａ の 内 周 で 凸 起 段 部 ３ ｂ の 下 方 に は 、 軟 質
合 成 樹 脂 、 ゴ ム 等 で な る 弾 性 パ ッ キ ン ４ が 全 周 に わ た っ て 付 設 さ れ て お り 、 こ の 弾 性 パ ッ
キ ン ４ は 便 蓋 ３ の 閉 塞 状 態 に お い て 、 便 器 本 体 １ の 開 口 上 縁 部 分 の 外 周 面 １ ｃ に 密 接 さ れ
る 。 こ の 状 態 で は 、 便 器 本 体 １ の 開 口 部 １ ａ 内 が 便 蓋 ３ に よ っ て 密 閉 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し た が っ て 、 こ の 実 施 形 態 の 洋 式 便 器 に お い て は 、 便 器 本 体 １ の 開 口 上 縁 部 分 に 便 座 部
２ が 一 体 に 形 成 さ れ て い る た め 、 部 材 削 減 さ れ て 成 形 や 組 立 は 簡 略 化 さ れ 、 製 造 が 容 易 な
も の と な る 。 し か も 、 こ の 場 合 に は 、 従 来 の よ う に 便 器 本 体 １ の 開 口 上 縁 部 と 便 座 と の 隙
間 に ゴ ミ や 汚 れ が 溜 ま っ て 付 着 す る こ と は な く 、 水 洗 い や 拭 き 掃 除 等 に よ る 清 掃 も 簡 単 に
行 え る よ う に な る 。 更 に は 、 便 座 部 ２ と 共 に 便 器 本 体 １ の 開 口 部 １ ａ を 覆 う 開 閉 自 在 な 便
蓋 ３ を 備 え て い る た め 、 こ の 便 蓋 ３ で 同 便 座 部 ２ は 覆 わ れ て 汚 れ 難 く 、 長 期 に わ た り 衛 生
的 に 保 持 す る こ と が 容 易 と な る 。 ま た 、 便 座 部 ２ は そ の 上 面 ２ ａ が 曲 面 状 に 隆 起 し て 巾 広
と な っ て い る た め 、 座 り 心 地 が 良 く て 着 座 状 態 は 安 定 し た も の と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 形 態 の 洋 式 便 器 に お い て は 、 便 器 本 体 １ と 便 座 部 ２ と を 合 成 樹 脂 に て 一
体 に 形 成 し て い る た め 、 両 者 は 射 出 成 形 、 注 型 成 形 等 で 寸 法 精 度 良 く 簡 単 に 製 造 さ れ 、 便
蓋 ３ が 閉 塞 さ れ た 状 態 で の 嵌 合 状 態 も 良 好 な も の と な る 。 そ し て 、 便 器 本 体 １ の 開 口 上 縁
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部 分 の 内 周 面 １ ｂ に 便 座 部 ２ を 突 出 さ せ て 形 成 し て い る た め 、 洗 浄 水 や 尿 等 の 汚 水 は 同 便
座 部 ２ で 跳 ね 返 さ れ て 便 器 本 体 １ の 開 口 部 １ ａ か ら 外 側 へ 飛 散 し 難 く な り 、 従 来 の よ う に
便 器 本 体 １ の 開 口 上 縁 部 と 便 座 と の 隙 間 か ら 汚 水 が 流 出 す る こ と も な く 、 ト イ レ 床 面 に お
け る 雑 菌 の 繁 殖 や 悪 臭 の 発 生 等 の 問 題 は 解 消 さ れ 、 ト イ レ 内 が 衛 生 的 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 こ の 場 合 、 便 蓋 ３ の 外 周 縁 に 垂 設 さ れ る 周 壁 片 部 ３ ａ の 内 周 に 便 器 本 体 １ の 開 口
上 縁 部 分 の 外 周 面 １ ｃ に 密 接 す る 弾 性 パ ッ キ ン ４ が 設 け ら れ て い る た め 、 便 蓋 ３ に よ り 便
器 本 体 １ の 開 口 部 １ ａ は 密 閉 さ れ 、 汚 水 や 臭 気 の 漏 出 が 確 実 に 防 止 さ れ る 。 そ し て 、 例 え
ば 、 ミ ス ト 発 生 装 置 が 付 設 さ れ て 便 器 本 体 １ の 開 口 部 １ ａ の 内 部 が ミ ス ト 洗 浄 さ れ る よ う
な 場 合 に は 、 弾 性 パ ッ キ ン ４ の 封 止 に よ り ミ ス ト の 漏 出 が 確 実 に 防 止 さ れ て 洗 浄 効 率 も 向
上 さ れ る 。 ま た 、 こ の 場 合 、 便 座 部 ２ の 上 面 ２ ａ と 便 蓋 ３ の 裏 面 と の 間 に 間 隔 を あ け る こ
と で 、 同 便 座 部 ２ の 上 面 ２ ａ が ミ ス ト 洗 浄 さ れ た り そ の 後 に 温 風 乾 燥 さ れ た り す る よ う に
な し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ は 、 本 願 の 請 求 項 １ ～ ３ に 対 応 し た 第 二 の 実 施 形 態 で あ る 洋 式 便 器 を 示 し て い る 。
こ の 実 施 形 態 の 洋 式 便 器 で は 、 便 器 本 体 １ の 開 口 上 縁 部 分 の 前 側 に お い て 、 便 座 部 ２ が 一
部 欠 如 さ れ た 凹 段 部 ７ を 設 け て い る 。 こ の 場 合 、 着 座 に 支 障 は な く 、 男 性 が 立 っ て 手 前 側
か ら 小 便 を し た 際 等 に 、 尿 が 便 座 部 ２ に 降 り か か ら な い よ う に す る こ と が で き 、 同 便 座 部
２ の 衛 生 を 確 保 す る こ と が で き る 。 な お 、 そ れ 以 外 は 、 上 記 第 一 の 実 施 形 態 と 同 様 に 構 成
さ れ て お り 、 上 記 第 一 の 実 施 形 態 に お け る と 同 様 の 作 用 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ は 、 本 願 の 請 求 項 １ ～ ４ 全 て に 対 応 し た 第 三 の 実 施 形 態 で あ る 洋 式 便 器 を 示 し て い
る 。 こ の 実 施 形 態 の 洋 式 便 器 で は 、 便 蓋 ３ の 裏 面 に 便 器 本 体 １ の 開 口 部 １ ａ に 密 接 嵌 合 さ
れ る 凸 状 段 部 ３ ｃ を 設 け て い る 。 こ の 場 合 、 合 成 樹 脂 で な る 便 蓋 ３ の 裏 面 中 程 に 、 便 器 本
体 １ の 開 口 部 １ ａ に 対 応 す る 大 き さ 形 状 の 凸 状 段 部 ３ ｃ が 一 体 に 突 出 形 成 さ れ て お り 、 そ
の 突 出 高 さ 寸 法 は 周 壁 片 部 ３ ａ の 垂 下 寸 法 と 略 等 し く 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 便 座 部 ２ の
上 面 ２ ａ 部 分 が 合 成 樹 脂 発 泡 体 ８ で 形 成 さ れ て お り 、 こ の 合 成 樹 脂 発 泡 体 ８ は 硬 質 で あ っ
て も 軟 質 で あ っ て も 、 便 器 本 体 １ の 便 座 部 ２ に 一 体 成 形 さ れ て も 貼 着 一 体 化 さ れ て も よ い
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し た が っ て 、 こ の 実 施 形 態 の 洋 式 便 器 に お い て は 、 便 蓋 ３ の 閉 塞 状 態 で 便 器 本 体 １ の 開
口 部 １ ａ に 凸 状 段 部 ３ ｃ が 密 接 嵌 合 さ れ て 、 便 座 部 ２ の 上 面 ２ ａ に 汚 水 や ミ ス ト 等 に よ る
悪 影 響 は 及 ば ず 、 特 に 、 周 壁 片 部 ３ ａ と 凸 状 段 部 ３ ｃ と で 両 側 が 密 閉 さ れ る 空 間 内 に 同 便
座 部 ２ の 上 面 ２ ａ を 形 成 す る 合 成 樹 脂 発 泡 体 ８ は 収 容 保 護 さ れ 、 そ の 汚 れ や 破 損 が 確 実 に
防 止 さ れ る 。 な お 、 そ れ 以 外 は 、 上 記 第 一 の 実 施 形 態 と 同 様 に 構 成 さ れ て お り 、 上 記 第 一
の 実 施 形 態 に お け る と 同 様 の 作 用 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 願 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 で あ る 洋 式 便 器 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ２ 】 同 洋 式 便 器 の 全 体 外 観 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 本 願 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 で あ る 洋 式 便 器 の 全 体 外 観 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 本 願 発 明 の 第 三 の 実 施 形 態 で あ る 洋 式 便 器 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ 　 便 器 本 体
　 １ ａ 　 開 口 部
　 １ ｂ 　 内 周 面
　 １ ｃ 　 外 周 面
　 ２ 　 便 座 部
　 ２ ａ 　 上 面
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　 ３ 　 便 蓋
　 ３ ａ 　 周 壁 片 部
　 ３ ｃ 　 凸 状 段 部
　 ４ 　 弾 性 パ ッ キ ン

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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